
 

図版集 1-13 

 

 

 

 

 

 

  

図⑬：西条市の農作物と地下水 水不足が懸念される四国の中で、西条地区は地下水や沢水を利用した農業が盛んに行われています 

地域名もしくは
都道府県名

水稲収穫量
（t/年）

水田地下水利用量
（千㎥/年）

米1,000tあたりの
地下水利用量
（千㎥/年/t）

備考

新居浜平野 17,510 52,708 3,010 （西条市・新居浜市）

松山平野 15,690 12,507 797 （松山市・伊予市・松前町）
今治平野 7,310 11,956 1,636 （今治市）
愛媛県 71,200 89,461 1,256
新潟県 619,200 38,741 63
北海道 602,600 15,864 26
秋田県 522,400 84,497 162
山形県 400,900 35,684 89
福島県 365,400 12,821 35
注1）新居浜平野、松山平野、今治平野の水田地下水利用量は水田だけでなく、畑地等に利用された地下水量を含む

注2）新居浜平野の水稲収穫量内訳：西条市15,800t、新居浜市1,710t

絹かわなす 
（ＪＡ西条パンフレットより） 

四国４県における水稲収穫量（t/年） 
（平成 27 年度産作物統計調査より） 

七草 
（2001 年市勢要覧より） 

・全国の他の地域のように、愛媛県でも 

水稲栽培は盛んです 

・米の収穫量は四国４県の中で最も多い 

・西条市を含む新居浜
に い は ま

平野では、全国の

中で水稲栽培での地下水利用率が高い 

・西条地区の米は、西日本最高峰の 

石
い し

鎚山
づ ち さ ん

からの名水で栽培された米とし

て、また、そのまま飲用として利用できる

水を利用した安心安全の米として、販売

されています 

・「周桑
しゅうそう

平野」では、米のほかに、麦や 

果樹が栽培されています 

・「西条平野」では、良質な地下水を 

用いて、「絹かわなす」や「七草」、 

「ほうれん草」なども栽培されています 

あたご柿 
（ＪＡ周桑 HP より） 
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Ｂ群：現状はデータ不足だが、今後のデータ補充等により作成可能と考えられる図案 
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水田地下水利用量 
（第 5 回農業用地下水利用実態調査 H23.8 より） 

凡例名 データ名／資料名 データ／資料入手先
地下水位等高線 平成19年度　道前平野地下水資源調査解析委託業務　報告書 西条市
水田・畑地 国土数値地図　土地利用細分メッシュ 国土交通省国土政策局国土情報課
絹かわなす栽培地 （H27,H28)絹かわなす圃場分布 西条市
水の流れ 平成19年度　道前平野地下水資源調査解析委託業務　報告書 西条市

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平 28 情使、 第 1268 号）」 

△注意！ 必読のこと！！ 本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用にあたっては、地元の地形・地質や地下水等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにして下さい。 


